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～人の『和』をつなげよう～  

「人の和」は、対立のな

い和やかな協力関係を意

味します。コロナ禍で薄れ

た人と人とのつながり

を、新たな視点で再構築

し、「人の和」を学生の力

でつなげたい、という学

生の想いを掲げました。 

 

 

かながわユースフォーラムとは、若者参画型交流

事業の一イベントです。 

この事業は、主に大学生（高校生含む）が二つの

事業運営の経験を行います。一つ目は、地域社会へ

の取り組みです。これは、課題の設定、テーマ設定、

内容の編成、実行、成果の検証の一連のプロセスを

行います。二つ目は、当日事業の運営と評価です。

当日のイベントをどのように集客し、参加者を動か

すのか、講座を運営するのかを試みる。運営過程に

おいて、大学と地域、大学と高校の連携等、多様な

横のつながりを創ります。 

これら事業を介して、地域社会の課題に貢献でき

る実践力を培います。また、これらはSDGsの目標

達成にも通じるものです。 

これまで、2019年に立ち上げ、第1回は2020

年、第2回は2021年、第3回は2022年に実施し

ました。2020～2022年度まで横浜市神奈川区

の地域支援補助金支援事業の助成を受けてきまし

た。ただ、2020年度及び2021年度はコロナ禍に

てオンラインでの実施後、小規模な運営を行ってき

ました。2022年度は初めて対面実施を行い、200

名程度の集客を得ました。 

  

 

 

2023年は「『人の和』をつなげよう」をテーマと

した事業を展開しました。主たる企画運営者は、神

奈川大学社会教育課程の学生に加え、教職課程、ゼ

ミナール及びサークル活動等、地域の課題に目を向

けるユースが中心となる事業です。 

  

 

社会教育課程「地域デザイン演習Ⅳ」履修者 

（かながわユースフォーラム実行委員） 

 〇学生代表 ：中田千雅（人間科学部３年） 

     副代表 ：山田優菜（人間科学部３年） 

吉沼美優（人間科学部３年） 

山田陽斗（法学部３年） 

 

 

【官】 横浜市 神奈川区 小田原市 

【民】 神奈川区社会福祉協議会  

（神奈川区ボランティアセンター） 

     六角橋地域ケアプラザ 斎藤分町南部町内会  

NPO法人グッド 

神奈川区地域子育て支援拠点かなーちぇ  

日本ヒューマンライブラリー協会 

【学】 横浜市立東高等学校 近隣中学校  

【産】 神奈川ロータリークラブ 

    六角橋商店街連合会

〈YC：地域デザイン演習Ⅳ(履修目安学年 3年)〉 

 かながわユースフォーラム2023 

開催日時 ： 2023年７月1日（土） 13：00～16：30 

場  所  ： 神奈川大学横浜キャンパス 3号館３階  

参加人数 ： 運営23名（法学部４名・経済学部２名・人間科学部13名・大人４名） 

         参加者331名 計354名 

担当教員 ： 齊藤ゆか 人間科学部教授、寺嶋正尚 経済学部教授 

実践報告2023 

趣旨と経緯 

コンセプト 

実施主体 

協力 

３５０名参加I！ 



  2023前期 

 

6 つの分科会とパネル展示に分かれる前のイントロ

ダクションを行うとともに、参加者がそれぞれ興味ある

分科会の「旅」から戻ったあとのリフレクションを共有し

ました。 

 

 

〇「町内会×食×防災」 

フォーラム実行委員の

学生が、斎藤分町南部

町内会さんと行ったモ

スキートバスターズと町

内の危険個所チェックに

ついて発表を行い、３日

間を生き抜くための非

常食を話し合い、防災へ

の理解を深めてもらい

ました。  

 

〇「高齢者×地域×コミュニティ」 

フォーラム実行委員の学生が、地域の方と交流するこ

とができる地域の憩いの場・コミュニティカフェについ

て発表し、またコミュカフェ参加者の方からのお話しを

聞くことのできる、ヒューマンライブラリーを行いました。 

 

 

 

〇「大学生×子どもたちのコミュニティ」 

教職課程を履修している神大生が、大学周辺の子ど

もたちを対象とした学習支援や、子どもたちと一緒に

成長する場所について発表を行いました。 

 

〇「高齢者×オレオレ詐欺」 

経済学部の寺嶋正尚ゼミ生が、オレオレ詐欺の実態

についての発表を行い、どのような対策ができるか参

加者の皆さんに考えてもらいました。 

 

〇「ジェンダー×スキンケア」（荻野研究室） 

人間科学部の荻野佳代

子ゼミ生が、ジェンダーと

スキンケアに関する発表

を行い、多様性やジェンダ

ーについて参加者の皆さ

んに考えてもらいました。 

 

〇「海外ボランティア×大学生」 

ボランティア論の講師である、磯田先生が代表を務

めている NPO 法人 Good!のスタッフが、海外ボラン

ティアについての発表を行いました。 

プログラム 2 【分科会】 

プログラム 1 【全大会】 
 

生き抜くために本気で話し合います 
 



  2023前期 

高校生や大学生が実践してきたテーマや地域のボラ

ンティアについてパネル展示を行いました。 

〇参加テーマ（カッコ内は協力団体） 

★「高校生が企業とコラボ」（横浜市立東高等学校） 

★「ボランティアに行ってみよう」 

（神奈川区社会福祉協議会、かなーちぇ） 

★「廃棄ミカンの活用」（社会教育課程履修者有志） 

★「食と農の学び」（体験型研修食育わくわく履修者） 

★「子ども、スポーツ、地域貢献」 

「ボランティアに行ってみよう」（齊藤ゆかゼミ） 

★「大学生が考えるボランティア」 

（市川享子講師 ボランティア学習論履修者） 

★「自分らしくいられる子どもの遊び場」 

（川崎市子ども夢パーク） 

★ボランティア相談コーナー 

（神奈川大学ボランティア支援室） 

 

〇パネル展示感想 

・自分の知らないところで高校生が企業と一緒に活動

していたり、色々な活動を行っていることが知れた。こ

れを見て、私も何かできないかと感じ、SDGｓについて

調べてみようと思った。 

・ボランティアは、自然、環境のためのものが多いと思

っていたけど、手話など使って障がい者のためのボラ

ンティアもあって新鮮でした。気軽にボランティアに参

加できると思うので、やってみようと思います。 

 

 【学生代表 中田千雅（人間科学科 3年）】 

 今回で 4 回目のかながわ

ユースフォーラム、「人の和

をつなぐ」をテーマに取り組

みを行ってきました。地域

の方々に加え、先生・先輩方

の多くのご協力により無事

に開催することができまし

た。約 300 人 と多くの方々にご参加頂き、年々発展

を続けています。地域活動に寄与できる活動として、こ

れからも広げていければと思います。ご協力いただい

た皆様、ありがとうございました！ 

 

【参加者アンケートより】 

〇イベントの宣伝を大学全体で行うと参加者の数

も増え、より楽しいものとなるのでは？ 

〇違う学年の参加者と話し、自分とは異なる考え

を持っていると感じた。新しい発見が多く、今回参

加しなかった人にも是非参加してみて欲しい。 

〇これまでボランティアにはあまり参加したこと

はなかったが、今後取り組もうと思った。 

学生運営スタッフ 19人 

運営大人スタッフ 4人 

学生ボランティア 5人 

卒業生ボランティア 4人 

参画団体（5団体） 58人 

参加者 264人 

全参加人数 354人 

プログラム ３ 【パネル展示】 
 

参加者概要 

参加者の声 
 


